
次に、地域資料の探索に関わる問題が課題として挙げられる。昨年までのフィールドは、和歌山駅東側の太田

城址、旧住友金属による埋立地が続いた二里ヶ浜、伊太祁曽神社とその北側に広がる盆地と、著名な観光スポッ

トが数か所あることを除けば、多くの人が訪れるような場所ではなった。このことから、学生は、地域情報の入

手でたいへんな苦労を伴うことになった。結果として、新旧地形図の慎重な読図に加え、『角川日本地名大辞典』

の読み込み、『紀伊名所図会』や『紀伊続風土記』の参照などを出発点として、学内外の図書館や博物館での情報

収集など、幅広く情報源にあたることになった。加えて、現地を何度も訪問してネタを探す学生も多く、教員を

目指す教育学部の学生として、貴重な体験であったといえよう。

一方、本年度のフィールドである藤代神社周辺は有名な観光地であり、インターネット上を含め多くの情報を

得やすい地域であることから、学生は、インターネット上での情報収集とその整理が中心となり、現地に何度も

赴いてネタ探しや確認作業を行うことがなかった。また、『紀伊名所図会』や地名辞典などの読み込みが不足する

とともに、学外の図書館や博物館を訪問する学生も少なかった。とりわけ、地蔵峰寺の石造地蔵菩薩坐像は重要

文化財であり、そのレプリカが和歌山県立博物館にあるという情報を提供したにもかかわらず、県立博物館でそ

のレプリカを確認した学生がほとんどいなかったのは残念である。また、インターネット上の情報をそのまま引

用する事例があり、複数の情報を照らし合わせて検討することができていない学生がみられた。インターネット

上でも有益な情報を得られるが、収集した種々の情報を比較検討することの重要性を理解できていないのである。

このように、有名な観光地をフィールドとしたことで、地域資料の探索が不十分なものになりやすいこと、複数

の資料を比較検討する意識に欠けていることなどの課題が浮かび上がることになった。どのようなフィールドを

対象とする場合でも、地域教材を作成するさいには、幅広く資料収集を行うこと、収集した資料の比較検討を慎

重に行うこと、現地での観察の機会をより多く設けることが、今後の課題である。

また、これまでの学生にも共通することとして、各自が自分の担当に集中してしまい、フィールドの全体像を

把握するという点で問題が残った。例えば、平成 29年度の「秀吉の太田城水攻め＆花山めぐり」では、鳴神貝塚

のある場所から先史時代の海岸線が推測され、その後に陸地化した和歌山平野での集落や農業のあり方、そして

太田城水攻めへと、種々の歴史的な出来事がつながりを持って理解できるものであった。今回のフィールドも、

熊野古道を軸として捉えると理解しやすいものであった。大阪から始まる熊野古道沿いで初めて海を目近にみる

地点に一の鳥居があったことや藤代神社を過ぎると急峻な山道が続くことなどを踏まえれば、学生たちが名付け

た地域教材のタイトル「熊野の果てまでイッテQ！ ～入口編～」が、実は優れたネーミングであることが理解で

きるのである。また、海南市の平野部での熊野古道は海抜 10mにほぼ沿うものであることから、古代の主要道が

どういうところを通るのか、それがその後の地形変化を踏まえて災害とどう関わるのかなどを考える材料となっ

ていたが、その点に気づいた学生も少なかった。

このように、藤代神社が熊野古道で重要な位置を占めることや一の鳥居があったことなど、個別の内容は知識

として知ってはいたものの、それらのつながりを考えて藤代神社周辺地域の全体像を把握しようという意識が弱

かった点は否めない。結果として、完成した地域教材も個別地点の案内・解説にとどまり、藤代神社周辺がどの

ような歴史を持つ地域であるのかが明らかになるものとはならなかった。これは学生の日常的な学習にも通じる

ことであり、「一問一答式の知識」を役に立つものと考え、それらを暗記することこそが学習であると考えている

ようにみえる。「一問一答式の知識」を蓄積していくことも学習の過程では不可欠であるが、その蓄積した知識を

基盤として、各種の情報を種々に組み立てていくことこそが重要である。こうした点からも、様々なものが脈絡

なく点在するようにみえるフィールドからつながりのある全体像を導き出そうとする地域教材の作成は、十分な

成果を得るには至っていないものの、共同研究事業として有意義なものといえる。

本年度はコロナ禍の影響を受け、地域教材の作成についての課題の整理となったが、フィールドワークを実践

したうえでの成果や課題は昨年度までの報告書で整理しているので、それらを参照されたい。次年度はコロナ禍

が収束して各種活動に支障がない状態になっていることを願う。そして、本共同研究事業の第 1の目的である、

現場を見学・体感して学びを深めることの楽しさやその重要性を知ることができるようなフィールドワークを実

践したい。そのためにも、地域教材の作成とその活用としてのフィールドワークの質をさらに高いものにできる

よう努めていきたい。

支援学校高等部カリキュラムの検討

新型コロナウィルス感染症に係る臨時休校中の生活についての調査を通して

和歌山大学教育学部附属特別支援学校 道上里砂

和歌山大学教育学部 山﨑由可里

１ はじめに

和歌山大学教育学部附属特別支援学校（以

下和附特）高等部では、生徒の実態に応じ、平

成 年度よりカリキュラムの改善に関わる実践

検証を行ってきた。

それまでの和附特高等部のカリキュラムや各

教科の学習内容だけでは不足すると思われる青

年期の心の持ちよう等を扱い、将来にわたり自分

らしくよりよく生きるための土台作りにつながる学

習内容の開発と実践研究に継続して取り組んで

いる。

また、平成 年度より、知的障害や発達障害

のある生徒たちにとっての「教科」学習について掘

り下げ、仲間との学び合いを重視し、知的好奇心

を高める教科学習の充実を目的とした実践研究

にも取り組んできた。

これらのカリキュラム改善にあたり、青年期入り

口にある生徒にとって、生徒自身が「学びたい」

「役に立つ」と実感できることを大事にし、自分の

人生を自分のものとして捉え、自律的に豊かに歩

んでいくために必要な学びに重きを置いている。

本報告では、令和 年 月から 月にかけ全国

において実施された新型コロナウィルス感染症対

策に関連する臨時休校中の和附特高等部生徒

の生活について、実態調査結果をとりまとめ、調

査から明らかになったことおよび高等部カリキュラ

ムの改善に繋がるポイントについて若干の考察を

行う。

２ アンケートの概要
目的

これまで誰も経験したことのない、新型コ

ロナウィルス感染症に係る対応が必要とさ

れる状況下において、生徒は家庭でどのよ

うに過ごし日常の変化に対応していたかを

調査分析し、高等部カリキュラムマネジメン

トに役立てるものとする。

調査対象

和附特高等部生徒とその保護者

調査期間

令和 年 月 日〜令和 年 月 日

回収率

生徒： ／ 保護者： ／

質問項目の概要

生徒用には、自分が主体となって毎日を

過ごすことができていたかをはかるため、質

問内容に合わせ①自分でできた、②家族に

言われてできた、③できなかった・わからな

い、の三件法と自由記述とした。

保護者用には、休校中の生徒の様子につ

いて等、質問内容に合わせ、三件法、複数

選択、自由記述等を使用し、質問 と質問

については複数回答可としている。

３ アンケート結果

生徒用アンケート（表 ）、保護者用アンケート

（表 ）の両方において、普通科コースをＦ、普通

科総合産業コースをＳとし、コース別 に集計した。

生徒の回答からは、「すすんでスポーツに取り組

んだ」という項目においてのみ、できたと答えたＳ

コースの生徒が 割を超えた一方、Ｆコースの生

徒は 割程度に止まったが、その他の項目にお

いてコース間の差はほぼ見られなかった。

一方、「宿題について」の項目で、Ｓコースの生

徒全員がすすんでできたと答えたのに対し、保護

者は 割にとどまるなど差が生じたものもあった。

「早寝早起きができたか」の項目に、できなかっ

た・わからないと回答した生徒が３割を超えており、

通常の生活と比べて自身の変化を感じていた様

子がうかがえる。一方保護者からは、生活リズム

について「変化はなかった」「変化はあったが困る

ほどではなかった」との回答が 割を超えたが、

「オンライン朝の会」 の実施により生活リズムが

改善したという回答が複数あり、特に コースで

目立った。また、オンライン朝の会に参加した生徒

については、全員が「すすんで参加した」と回答

している。

また、休校中の「日中の居場所」として家族の

誰かと過ごしたという回答が７割を超えた。これは

同じく休校中のきょうだいや、祖父母と過ごして

いるケースが多かった。 コースの生徒は放課後

等デイサービスの利用していたケースが４割強あ
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ったが コースでは１割に満たなかった。

約８割の生徒が、「家族のために手伝いをしたり

家の仕事を手伝ったりした」と回答しており、保護

者の回答において「休校期間を利用して新たに

取り組んだこと」があるケースは４割近くあるなど、

休校中も課題だけでなく自分のできることを見つ

けやってみようとする姿があったことがうかがえる。

保護者は、「校中の連絡手段として手有効だと

感じたもの」として①メルポコ （約８割強）、②電

話（約８割）、③オンライン朝の会（６割 ）の３つが

多かった。オンライン朝の会を有効と答えた保護

者の比率は、ＦコースがＳコースをやや下回った。

表１ 生徒用アンケート集計
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表 保護者用アンケート集計
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まとめ

今回の調査でまず見えてきたことは、未曽有の

事態とも言える感染症対策としての臨時休校に

際し、大人も子どもも見通しが持てず不安な状

況下であっても、多くの生徒たちはそれぞれの家

庭においてすすんで役割を果たし、食事や健康に

気を付けようと自律を意識できていた様子がある。

和附特高等部が平成 年度より実施してい

る新カリキュラムでは、Ｓコース「セルフデザイン５」

やＦコース「キャリア６」といった教科等合わせた指

導の時間を新設し、自分らしく生きるために必要

な知識やこころとからだの持ちよう等について扱

う多様な学習に取り組んでいる。自己と向き合い、

自他の価値観を認め合う事を大切にする学びで

培った力が、今回の「生活の変化」への対応力に

もつながっていたのではないかと推察するところ

である。

しかしながら、早寝早起きなどの生活リズムや

スポーツなどで身体を動かすということについて

は、実際問題として生徒自身が行動をおこすこと

に難しさもあったようである。外出に制限がある

期間であったことが影響している可能性もあるが、

日中家で過ごす時間が長くなるとともにゲームや

の利用をだらだらと続けてしまい、生活リズ

ムに乱れが生じた生徒も少なからずいた。余暇の

過ごし方の充実が望まれるところである。日中の

居場所として コースの生徒が放課後等デイサ

ービスを利用しているケースが 割弱あったが、

Ｓコースの生徒の利用はほとんどなかった。このこ

とからも、障害が比較的軽度の生徒の発達年齢

と特性に応じたニーズを満たす社会資源が少な

く、安易に心を満たすことができるゲームやＳＮＳ

等に時間を費やしている様子がうかがえる。また、

そのように過ごす時間が長くなればなるほど、自

己コントロールが効かなくなり悪循環に陥ってしま

う。このことは、発達障害や軽度の知的障害があ

る生徒の興味関心や知的好奇心を広げ、主体

的にかかわることができる活動場所や社会資源

を開拓したり、趣味を創出したり、新しいことにチ

ャレンジしようとする姿勢をはぐくむような学習内

容を充実させることの必要性を示していよう。

最後に、我々教員も手探りの中、臨時休校中

の生徒への最適な支援と学習保障をめざし取り

組んだ「オンライン朝の会」であったが、これにより

生活リズムが整ったという回答が多数あった。保

護者はもちろんのこと、生徒の回答からも、生活

リズムが整ったことを実感できた様子が伝わった。

さらには「みんなと会えてよかった」という人との繋

がりを実感し、その喜びを感じる経験となったよう

である。 コースの生徒の中には、家族のサポート

なくしてはオンライン授業に参加することが難しく、

その意味を理解しづらい生徒もいたが、ご家族の

協力のもと参加し、友達の顔や言葉がけを楽し

むことができた。また、発達障害の特性のある生

徒が、自分の苦手に思っている生徒が画面に映

っているのを見て参加しづらくなってしまったとい

うケースがあった一方で、対人に緊張のある生徒

が、声だけの参加から自分のペースで徐々に顔

出しできるようになったケースもあった。生徒の認

知の仕方は様々であることを前提に、個別のニー

ズに対応するための創意工夫を行いながら、

を積極的に利用することで、生徒の主体性を育

み、新たな興味関心につなげることができた取り

組みだったと考える。

和附特では、小 ・中学部からの内部進学者を対象とす

る普通科コース（以下Ｆコース）と、地域の中学校を卒業し

た入学者を対象とする普通科総合産業コース 以下Ｓコー

ス から成る２コース制を取り入れている。

和附特高等部では休校中（４月下旬から学校再開まで

の期間 ）オンライン会議システムを利用し、同時双方向型

のオンライン授業として、 分単位の朝の会（「オンライン

朝の会」と呼ぶ）を毎日実施した。

高等部 名中、オンライン授業に参加するためのイン

ターネット環境が整ったのは 家庭で、学校に登校して

インターネット回線を使用し参加した２名を合わせ、合計

名（アンケートを回収した 名の生徒のうちでは

名）がオンライン授業に参加した。高等部生徒が学校の授

業で使用するために全員購入している個人用タブレット

に、オンライン会議システムをすぐに利用できるよう教

員がセットアップしたものを生徒が持ち帰り使用した。

和附特で使用している保護者向け一斉送信メールシス

テムの名称。

５ コースでは、青年期入口ゆえの心理的な課題を抱え

る生徒が多く在籍することから、自分の将来について目標

を持ち、よりよく自己実現していこうとする意欲など、内面

を育てるというねらいで平成 年度よりカリキュラムに

取り入れた。他者との関わり合いの中から自己を見つめ、

自分らしい生き方を考える力を育む。生徒たちが互いに関

わり合うことを大切にしながら、ともに課題に向き合い、自

他の価値観を認め合っていくこと、自分の将来について目

標を持ち、自己実現を目指すことができるように指導内容

を設定する。
６ コースの生徒にとって必要とされる、自分の卒業後の

生活を豊かにたくましく暮らすための土台づくりとして、

「進路」「情報コミュニケーション」「こころとからだ」などの

分野における個々の発達に応じた正しい知識を身につけ

るというねらいで、平成 年度よりカリキュラムに取り入

れた。

─ 224 ─ ─ 225 ─



2020年度 「共同研究事業」 活動概要報告書 

実践研究課題：身近な生活課題に対応した小学校家庭科の授業づくり 

 

和歌山大学教育学部 山本 奈美・今村 律子・村田 順子 

和歌山大学教育学部附属小学校 静川 郁子 

令和3年度近畿小学校家庭科教育研究大会 和歌山大会実行委員会 

（代表：橋本市立学文路小学校 教頭 丸井 利恵） 

1.はじめに 

 小学校家庭科の研究グループでは、これまでに行ってきた附属小学校及び各地域の研究会との連携

を今年度も継続させ、研究会ごとのテーマで授業研究に取り組んでいる。今年度に実施した内容とし

て、附属小学校における授業研究と、来年度の近畿大会に向けて伊都地方技術・家庭科研究会が中心

となって組織している令和 3 年度近畿小学校家庭科教育研究大会 和歌山大会実行委員会との取組に

ついて報告する。 

 

2. 活動の概要 

（1）附属小学校 

 衣生活内容のうち製作実習には多くの時間数が必要とされるにも関わらず、業者販売の作品製作キ

ットが用いられることが多く、製作経験や作品完成の達成感だけが結果的に学習目的となりがちであ

った。学習指導要領の改訂により、「B衣食住の生活」の衣生活では、（5）生活を豊かにするための布

を用いた製作の中で、内容の取り扱いとして「日常生活で使用するものを入れる袋などの製作を扱う

こと」という一文が追加され、家庭科では従来にも増してさらに、思考力や判断力などを用いた問題

解決的な学習を行っていくことが求められるようになった。このような背景をもとに、次のような連

携を実施した。 

① 校内研究会「思いを形にして生活を豊かに」（9月11日）を位置づけとする連携 

  6 年生の袋物の製作では、昨年度も探究的な学びとなるように、作りたい袋をイメージし不織布

を用いてためし作りをし、袋の大きさを考えるという授業を行っていたが、今年度は一連の製作学

習における学習目的を明確にし、それをさらに発展させた。その中で、「ゆとりと縫い代」および袋

の種類（手提げ袋と巾着）を理解させて、製作キットを用いることなく、作りたい袋を子どもたち

が製作する学習内容となった。校内研の前には他クラスの授業参観により、焦点化した授業をめざ

したが、直近の 1学期に製作したエプロンの作り方が子どもたちの頭から離れなかったため、三つ

折りという布端の始末にこだわる児童が多く、それがためし作りの妨げになってしまった。 

また、その後の製作学習授業にも複数回参加し、子どもたちがさまざまな布を持参し、思い思い

に自由に作品を完成させていく様子を観察した。その結果、やはり製作するだけの授業から抜け出

すことが困難であることや、児童が作りたい袋物製作には、小学校段階の技能を超えた内容を含ん

でしまうこと、さらにミシンの使い方が 6 年生秋でもまだ確実に身についていないという問題点な

どを見いだした。 

② 冬の研究発表会「エプロンを作ろう」を位置づけとする連携 

  授業実践日：2020年 12月 16日（水）協議会：2021年 1月 23日（土） 
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